
「
當
糊
の
保
一
護
貿
易
弥
鯛
の
岩
山
乱
申
¢
指
摘
さ
れ
る
。

　
加
最
後
の
筑
叩
五
縮
脚
に
難
い
℃
け
…
ハ
工
帆
吻
目
刺
㍑
雌
立
過
程

と
翻
相
互
媒
介
的
に
産
業
講
本
」
確
立
過
程
の
需
酎
翼
を
な

す
農
業
領
域
に
於
た
る
嶋
木
主
義
過
程
た
る
第
二
次

綜
劉
蓮
動
が
顯
み
ら
れ
、
そ
れ
が
科
學
的
農
法
を
適

用
す
る
爲
耕
作
改
良
を
目
指
し
た
大
土
地
灰
有
捌
の

確
立
で
あ
る
窪
田
に
第
一
次
の
そ
れ
と
は
黒
ハ
つ
た
山
小
質

的
挫
格
が
輿
え
ら
れ
、
次
に
工
業
革
命
を
綿
織
物
業

に
儲
於
け
る
諸
瀞
鐸
械
の
四
面
昭
｛
と
鐵
縮
風
采
に
胴
於
け
る
新
た

な
蹴
帆
鋼
法
の
覗
見
に
、
出
山
父
桶
叫
購
本
の
講
爺
串
を
㎞
連
河
鐡

一
泡
海
蓮
の
渡
川
運
に
跡
づ
け
た
後
に
、
　
一
八
三
二
年
の

選
暴
濠
の
改
正
と
四
六
年
の
穀
物
條
令
の
回
心
及
び

翌
年
の
十
時
凋
勢
働
・
法
の
成
立
蝶
の
諮
礁
件
が
、
こ

の
段
階
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
ま
が
う
こ
と

な
き
勝
利
を
表
わ
す
政
治
的
過
程
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
面
輔
に
、
産
業
資
本
の
確
立
に
俘
っ
て
座
じ

て
來
る
勢
…
棚
者
と
費
本
家
と
の
階
級
鍬
謝
立
並
び
に
勢

働
者
の
階
級
的
肉
礎
に
嚢
す
る
勢
働
者
巨
峯
が
、
オ

ー
エ
ン
主
義
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
蓮
動
を
経
て
十
九

世
伽
麗
の
小
丁
げ
…
ま
で
縮
職
け
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
は
各
醗
勧
灘
に
於
け
る
個
々
の
拙
凪
雄
一
内
容
に
つ

い
て
の
克
明
な
池
求
と
批
判
で
は
な
ズ
」
本
漁
出
の
擁

立
岬
や
筆
考
の
能
力
、
わ
け
て
㌔
も
人
数
の
捌
脚
㎜
隅
に
妨
げ

書
、

ら
れ
て
唯
本
野
口
の
構
成
を
多
少
浮
彫
的
に
示
し
て
見

た
も
の
に
過
融
ざ
ず
、
稲
…
い
筆
は
ζ
、
に
さ
や
ん
も
山
小
測
温

の
輪
…
廓
を
描
き
署
し
果
て
は
備
な
い
で
あ
ろ
う
。
本

堂
口
は
そ
の
根
本
方
向
と
し
て
マ
ル
ク
ス
、
レ
レ
ニ
ン

を
狙
い
そ
れ
を
肉
附
け
る
た
め
に
ア
ン
ウ
ィ
ン
、
ア

シ
ュ
レ
ー
そ
の
他
幾
多
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
式
目
の
、
又

大
塚
氏
↓
廻
は
じ
わ
が
韻
脚
に
於
け
る
濾
…
々
の
研
｛
％
成
m
氷

を
随
癬
に
引
川
し
初
儒
者
に
と
っ
て
は
そ
の
鮎
便
利

な
通
口
物
と
な
っ
て
い
る
O
特
に
小
魚
両
脇
未
、
マ
昌
ユ
フ

ァ
ク
チ
ュ
ア
め
ご
段
階
の
破
違
に
際
し
て
は
ア
ン
ウ

ィ
ン
に
樗
滞
る
研
円
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
又
此
の
甜
上
分

は
他
者
が
月
面
叩
研
頭
巾
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
領
域
だ
け

に
他
の
箇
所
に
熾
し
℃
秀
れ
℃
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
又
著
者
の
階
級
史
槻
は
、
そ
の
當
否
は
瑚
と
し

て
粂
篇
を
通
じ
て
一
山
二
貫
性
を
保
ち
え
て
居
り
、

継
濟
と
政
治
と
の
聯
關
の
邉
求
に
於
い
て
も
亦
大
し

た
破
綻
を
感
じ
な
い
。
大
塚
数
授
が
＝
ニ
フ
ァ
ク

チ
ュ
ア
段
階
を
史
家
的
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
℃

わ
が
國
の
砺
固
洋
伽
職
濟
史
駆
の
研
究
に
大
き
な
足
跡
を

残
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
署
者
が
そ
れ
以
下
酬
の
段
階

と
し
て
小
端
業
概
念
を
抽
出
し
た
一
事
は
↓
慮
注
碍

せ
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
問
題
更
的
考

察
の
度
が
薄
く
、
今
少
し
の
感
を
抱
く
所
少
し
と
し

な
い
。
そ
の
貼
に
於
い
て
大
塚
…
教
授
に
未
だ
及
ば
な

い
が
二
百
門
勤
鮎
十
頁
の
桶
…
史
に
そ
れ
を
望
む
の
は
蜘
…
理

で
あ
ろ
う
か
Q
今
ま
で
の
諸
富
嘗
諸
論
丈
に
尖
鏡
な

分
析
力
と
強
靱
な
綜
合
力
を
見
せ
て
來
ら
れ
た
署
者

に
、
し
か
し
乍
ら
、
雨
雫
を
期
待
す
る
も
の
は
筆
者

噌
人
の
み
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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篇
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濟
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書
，

地
理
攣
曾
の
撫
肺
漁
寛
の
判
つ
で
あ
る
Q
昨
年
縄
版
…
さ
れ

た
も
の
で
、
気
後
の
掴
目
病
地
心
學
の
轟
小
準
や
轟
が
向
の

一
端
を
知
る
一
つ
の
手
懸
り
と
し
て
屯
與
昧
が
あ
る

が
、
本
漁
“
の
内
黍
の
特
也
と
も
い
う
べ
き
は
擦
題
も

ポ
す
よ
う
に
、
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
ほ
ホ
ル
シ
麦
イ

ン
と
い
う
桶
地
域
を
坂
扱
つ
で
い
る
が
、
具
騰
的
事

解
↓
駕
㎞
遡
じ
て
た
・
乳
ず
｛
父
涌
旧
地
礫
鳳
甲
ト
皿
の
諸
原
理
…
か
説

か
れ
．
て
い
る
と
い
う
貼
で
あ
ろ
う
。
　
「
人
間
と
空
…
川

と
は
肉
…
明
的
な
個
別
要
素
と
し
て
学
匠
に
そ
れ
鯵
の

7
畑
…
万
｛
作
げ
m
川
に
於
い
て
銭
廼
系
統
の
形
威
と
嚢
展
レ
¢
臨
徐

弾
ず
け
ゆ
O
o
こ
れ
γ
を
シ
ュ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
腿
ホ
ル
シ
ュ

タ
イ
ン
の
麟
蟹
氾
に
曲
肌
い
て
期
限
即
す
る
の
が
山
小
堂
μ
の
課

題
で
あ
る
。
」
　
と
序
論
に
も
蓮
べ
て
い
る
が
、
之
れ

は
輔
つ
の
新
し
い
交
通
地
理
學
原
理
の
戴
い
物
と
い
う

．
べ
き
で
あ
る
。

　
山
小
鵜
酬
は
一
、
地
理
的
舞
、
二
、
シ
ュ
レ
ス
ウ
イ

ヒ
鮪
ポ
ル
シ
ェ
タ
イ
ン
の
鋤
肺
氾
細
鞘
の
嚢
悼
遮
と
現
歌
、
．

三
、
シ
ュ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
賦
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
鍛
構
…

｛匁

ｱ硯

ﾌ
三
部
に
分
れ
マ
多
く
の
統
計
、
㎜
凹
表
躯
に
よ
っ

て
記
蓮
さ
れ
て
い
る
。
絢
別
に
交
通
剛
八
葉
が
附
し

て
あ
る
。
第
「
一
部
に
お
い
て
は
一
般
の
地
理
的
條
件

を
取
級
…
っ
て
い
る
が
、
膵
田
地
域
が
最
後
の
氷
珈
川
の
氷

河
口
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
特
有
の
蹴
然
窪
田
愚
¢
有

し
、
概
し
て
起
伏
が
少
く
照
純
に
見
え
る
が
、
土
地

の
惟
絡
が
與
る
た
め
に
非
常
に
雛
壇
に
富
ん
だ
面
向

．
形
態
、
纏
餐
形
態
や
人
口
籍
度
に
示
す
の
で
あ
り
、

此
の
貼
が
當
地
・
方
の
塞
…
問
的
交
通
形
態
に
と
っ
て
重

要
隠
要
因
で
あ
る
。
都
霧
に
つ
い
て
は
、
酉
部
で
エ

ル
ベ
河
や
浬
河
の
河
＝
口
が
都
市
・
成
轟
勲
に
雷
晶
点
A
か
轟
献
義

を
有
す
る
、
如
く
、
東
部
で
は
入
江
や
溝
．
入
が
避
難

所
、
横
隔
交
通
の
最
短
距
離
蓮
華
地
黙
と
し
て
都
市

成
立
の
暴
礎
を
な
し
て
い
る
出
典
の
他
県
の
地
域
で

特
色
あ
る
も
の
は
海
水
浴
…
勘
の
た
め
に
成
立
し
た
都

市
で
あ
る
。

　
第
二
部
に
お
い
て
嚥
取
初
に
酒
器
地
・
万
の
繭
父
四
週
渡
逡
の

歴
史
的
概
槻
を
行
い
、
特
に
餓
池
獲
蓬
に
つ
い
て
は

r
可
成
唱
評
細
に
越
べ
て
あ
る
。

　
北
海
と
…
果
海
と
の
m
同
に
は
さ
ま
れ
た
恋
†
島
と
し
て

の
姫
田
地
張
刀
の
特
殊
か
　
地
理
的
位
肌
虹
の
無
脚
果
、
此
の
地

域
白
囲
燈
の
雨
父
通
の
他
に
、
　
辿
渦
罵
架
㎞
禰
署
か
煎
種
な
歌
献
昧

を
持
つ
℃
い
る
。
從
っ
て
以
前
か
ら
策
西
方
向
の
交

逓
需
要
が
｛
八
き
く
、
既
に
一
三
九
一
」
牛
に
は
ハ
ン
ブ

ル
グ
と
リ
ュ
ペ
ッ
ク
を
蓮
絡
…
す
る
た
め
に
シ
ュ
テ
ク

ニ
ッ
ツ
蓮
河
が
作
ら
れ
た
。
東
西
蓮
絡
に
寄
す
る
強

い
嬰
求
と
努
力
は
煙
道
剣
設
時
代
に
も
よ
く
現
れ
て

い
る
し
、
節
理
の
交
通
鎖
も
此
の
方
向
が
最
勇
多
い

七
二

の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
巨
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
鐡
道
の

脚
彼
嵌
矯
は
二
仁
川
に
分
た
れ
る
。
晶
酬
斯
川
は
主
要
路
綿
…
の
建

軸
眠
曲
時
代
、
後
期
ぼ
煙
出
既
緋
瑚
氾
、
私
娼
渓
凍
雪
氾
の
建
設
昨
．

．
代
で
、
雨
期
竺
八
九
〇
年
を
以
て
画
さ
れ
る
。
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

い
う
の
は
此
の
頃
迄
に
築
地
孟
が
の
餓
畠
田
細
椚
の
轟
八
綱
が

形
成
さ
れ
、
圓
有
化
も
山
兀
成
し
た
か
ら
で
あ
り
、
こ

れ
以
後
は
狭
軌
繊
道
の
獲
蓮
が
著
し
い
の
で
あ
る
。

　
一
掃
に
ム
了
月
の
鋤
離
離
龍
門
の
細
川
に
お
い
て
…
蛾
㎜
氾
の
由
H
然

へ
の
依
存
挫
を
の
べ
て
い
る
。
蔚
川
地
ゐ
ガ
で
は
十
｛
地
の

起
伏
に
よ
る
交
通
障
碍
は
少
い
が
、
沼
澤
地
、
低
灘

地
、
湘
…
沼
一
水
油
壷
が
多
く
、
こ
れ
．
等
の
も
の
に
制
　
約
さ

れ
る
こ
と
が
他
地
山
か
に
比
べ
て
多
い
。
触
職
黛
伏
上
の
直

接
的
影
響
と
し
て
餓
抵
交
通
を
阻
害
す
る
よ
う
な
現

象
は
冬
季
の
結
氷
、
降
雪
、
春
秋
の
霧
な
ど
を
除
け

ば
、
殆
ん
ど
な
い
が
、
間
接
的
影
魏
樋
と
し
て
、
、
爾
最

不
足
に
よ
り
河
…
川
水
位
淋
低
下
し
て
航
行
不
能
と
な

り
、
此
の
妬
顧
呆
貨
物
楡
溌
帰
が
緋
顎
氾
に
韓
化
さ
れ
．
た
日

九
三
〇
加
†
の
加
凹
き
場
合
と
、
塩
田
雁
物
里
帰
黒
の
櫓
減
を

麺
じ
て
氣
候
が
楡
逸
貨
物
数
量
に
影
響
す
る
黙
と
を

指
摘
し
て
い
ろ
。

　
銭
道
と
維
濟
と
の
相
互
關
係
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
ア
ル
ト
ナ
●
｝
「
ル
線
に
つ
い
て
・
纏
濟
嚢
達
に

（菖81）



よ
っ
て
以
晶
醐
の
翌
比
土
物
移
巾
凹
か
ら
、
ム
了
口
日
石
山
塊
、
工
習

業
原
料
へ
移
入
に
楡
逡
重
鮎
が
移
っ
て
い
る
こ
と
、
又
・

集
落
は
交
通
幹
線
の
位
置
を
決
定
す
る
が
、
他
方
交

通
は
集
落
形
成
に
大
ぎ
な
意
義
を
持
ち
、
人
口
増

加
、
商
工
業
獲
蓮
を
來
た
す
こ
と
を
違
べ
て
い
ろ
。

ノ
イ
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
加
川
き
鍛
温
氾
獲
怖
達
に
よ
っ
て
一

八
四
〇
年
か
ら
百
年
岡
に
人
日
が
一
三
倍
に
撤
抑
し

た
。
　
「
｛
父
桶
置
取
轟
八
箇
所
に
は
…
取
山
型
の
都
市
が
存
晶
耽
す

る
。
」
　
、
と
う
ッ
ツ
エ
ル
が
曇
日
つ
た
よ
う
に
、
　
鴫
父
㎞
遡
と

都
㎎
市
獲
蓬
と
は
並
行
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
帰
一
氾
野
山
単
粗
吻
の
崩
騒
晶
識
に
つ
い
て
、
停
車
胡
蛎
の

集
落
に
封
ず
る
位
置
、
及
び
誓
事
場
の
線
的
分
布
、

即
豊
野
騨
間
距
離
と
拳
面
的
分
布
、
帥
ち
停
車
場
密

度
に
つ
い
て
の
べ
、
シ
ユ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
匹
ホ
ル
シ
ユ

タ
イ
ン
の
盃
面
積
の
七
九
％
が
餓
撹
か
ら
流
蝋
以
内

の
地
域
で
あ
り
、
十
型
以
上
の
地
は
噌
％
に
す
ぎ

ぬ
。
…
期
か
る
場
ム
孤
購
†
に
漠
然
と
門
地
池
か
ら
の
距
離
と

い
う
概
念
は
無
意
味
で
あ
っ
て
、
停
車
場
か
ら
の
距

離
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
停
寛
「
場
｛
丁
度
は

人
口
密
度
や
町
村
密
度
を
特
に
考
慮
し
た
調
合
に
繊

遺
密
猟
の
反
映
と
嘗
い
う
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。
第
三
部
は
貨
物
交
通
、
族
客
交
通
を
取
扱
っ
て

い
る
が
、
嚢
逡
貨
物
蘇
逸
と
し
て
家
畜
、
野
菓
な
ど

書
．

評

は
季
節
的
に
数
量
の
響
動
が
は
げ
し
く
、
北
の
黙
で

此
の
地
方
の
｛
馬
脳
闇
に
特
性
を
與
え
て
い
る
。
家
畜
楡

逡
は
、
ア
メ
リ
カ
の
競
硬
に
よ
っ
て
、
英
國
に
蜀
・
ず

る
販
路
を
建
つ
た
が
、
餓
踏
氾
の
獲
幽
雅
に
よ
っ
て
㎞
郷
乙

國
内
へ
の
楡
蓬
が
霊
要
に
な
っ
た
。
到
蒲
貨
物
は
石

淡
、
肥
料
、
石
材
な
ど
で
中
、
工
部
狽
乙
か
ら
も
た

ら
さ
れ
．
る
。
そ
の
他
、
主
な
漁
了
簡
か
ら
濁
乙
圃
凹
内
へ

の
滴
…
類
の
柳
遡
過
楡
逡
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
の
家
訟
川
の

通
過
輪
逸
が
特
色
あ
る
も
の
で
あ
る
。
楡
逸
北
只
物
に

つ
い
て
は
品
評
愚
な
デ
ー
タ
を
以
っ
て
説
明
さ
れ
て
い

ゆ
9
。
．

　
族
客
交
通
に
つ
い
て
は
勝
に
乗
車
券
販
蜜
数
を
と

り
熟
丁
げ
て
い
ろ
脂
に
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

ハ
ム
ブ
ル
グ
な
ど
の
加
川
き
山
八
都
常
人
の
そ
の
周
消
羅
に
及

ぼ
す
影
郷
費
、
叉
大
都
市
が
交
通
獲
蓮
に
際
し
て
如
何

に
有
利
に
作
川
す
る
か
が
分
る
。
人
隣
の
少
い
小
都

市
で
．
亀
ヴ
ェ
ス
テ
ル
ラ
ン
ト
の
加
川
き
は
隔
必
需
「
洛
場
坤
か

偶
來
て
か
ら
桑
車
雰
販
資
数
が
急
激
に
堆
加
し
て
シ

」
ユ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
雛
ホ
ル
シ
ユ
タ
イ
ン
＋
位
を
占
め
る

に
緊
つ
た
。

　
當
地
方
の
交
通
の
特
性
と
し
て
、
此
の
季
節
的
な

水
浴
族
客
交
通
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
し
、
又
、
ハ
ン

ブ
ル
グ
や
リ
ユ
ペ
ッ
ク
か
ら
の
誹
議
足
、
迦
宋
旋
行
…
な

ど
の
黒
光
抜
行
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
此
等
は

統
計
的
に
ば
把
握
賜
來
な
い
q

　
第
三
部
の
終
に
逸
聞
氾
の
由
囲
動
．
掌
理
涌
｝
と
の
瀦
胆
婿
を

論
じ
て
い
る
。
自
動
巻
交
通
a
迅
速
な
小
浬
逸
に
適

す
る
特
性
が
、
鐡
並
に
孜
ぼ
す
影
響
は
少
く
な
い

が
、
特
に
狭
軌
鐵
骸
氾
は
｛
旧
動
｛
乱
・
嘱
父
通
の
血
惣
速
な
獲
臨
達

「
に
抗
し
得
ず
休
止
に
焦
る
竜
の
が
多
い
と
い
う
。

　
以
上
で
木
論
は
絡
リ
最
後
に
『
埋
門
像
巾
に
お
け

．
。
鐵
道
ぼ
に
つ
い
甲
、
h
鐡
下
構
成
物
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ

　
ル
ク
グ
ム
、
ホ
ー
ホ
ド
ン
及
び
レ
ン
ヅ
ブ
ル
ク
の
山
尚

架
橋
梁
に
つ
い
て
述
べ
㌔
」
い
る
が
、
特
配
　
す
べ
き
事

　
は
な
く
愚
策
と
し
て
は
や
㌧
物
足
り
な
い
。

　
以
上
山
小
激
仙
の
内
容
に
つ
い
て
翫
円
來
る
だ
け
奈
軸
駅
に

亘
る
よ
う
に
要
約
紹
介
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
唯
紙

　
｝
則
の
都
ム
潤
卜
…
一
々
に
つ
い
て
批
　
評
“
駕
漏
川
・
ん
る
こ
と
は

禺
來
な
か
っ
た
が
、
全
鰹
を
通
じ
て
の
感
惣
を
二
三

懸
軍
に
蓮
べ
れ
ば
、
先
ず
本
望
n
の
記
駕
し
方
が
多
く

　
の
事
顎
を
細
羅
し
た
た
め
に
や
．
』
羅
列
約
に
、
な
っ
た

感
が
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
Ω
此
の
靴
に
却
っ
て

曲者

ﾒ
の
鯉
公
置
な
論
晶
揚
が
う
か
が
え
る
の
か
も
知
れ
な

　
い
。
次
に
二
二
に
常
…
つ
て
他
～
地
域
と
比
較
醗
來
る
よ

　
う
な
材
料
を
掲
げ
る
こ
と
が
甚
だ
少
い
た
め
に
、
我

　
々
に
は
シ
エ
レ
ス
ウ
イ
ヒ
ー
ー
ホ
ル
シ
ユ
タ
イ
ン
の
｛
父

七
三
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口
　
総
解
　
誘

通
の
言
言
的
な
地
位
が
は
っ
き
り
し
な
い
憾
が
あ

る
。
併
し
結
語
に
も
蓮
べ
て
あ
る
よ
う
に
細
か
い
具

髄
的
事
・
鍛
に
入
る
こ
と
に
お
い
て
、
大
き
な
押
詰
的

㎜
劇
賄
運
由
¢
鳶
心
れ
輔
ア
曲
杖
遍
的
か
　
も
の
を
把
握
す
る
と
い
・
つ

本
書
に
凶
貫
し
た
行
方
は
、
唯
早
懇
狗
賜
的
に
何
で

一
、

～

　
も
一
般
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
…
苛
ま
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
と
し
て
亀
、
正
し
い
意
味
に
お
い
て
我
々
の
大

　
い
に
…
学
ぶ
べ
き
靴
…
で
は
な
い
か
と
怨
う
Q
・
二
道
交
通

　
に
附
し
て
色
々
な
角
度
か
ら
、
新
し
い
方
法
を
於
℃

　
取
扱
い
、
特
に
山
父
通
と
組
濟
と
の
㎜
關
杉
山
を
詳
細
…
に
m
櫓

圓
総
（
表
）
の
解
説

　
　
四
年
以
來
川
瀟
瀟
狡
両
輪
坪
付
如
左
門
坪
下

　
乖
子
細
歌

　
鱒
へ
傑
九
m
班
十
一
甜
川
桃
本
田
二
段
山
出
塁
－
止
少

　
　
　
＋
入
棚
上
本
田
一
段
七
＋
歩

　
　
　
　
右
二
圷
本
自
中
田
含
臨
地
見
尤
是
上
田
因

　
　
　
　
鼓
召
向
田
帰
洛
伊
勢
宰
依
知
秦
公
安
雄
勘

　
　
　
　
云
憂
尤
上
田
雨
下
中
田
地
子
畳
無
犯
三
賓

　
　
　
　
物
罪
哉
答
云
此
背
所
定
非
今
之
事
作
意
不

　
　
　
　
衛
有
何
罪
隷
書
疸
云
假
令
司
愚
不
緋

　
　
　
　
傑
之
田
刀
何
細
雨
面
変
任
理
爲
上
田
答

　
　
　
　
輪
軸
理
被
鮎
並
爲
抱
楳
q
伽
鴬
上
田
印
進
地

　
　
　
　
子

　
九
條
九
皿
冊
二
中
荒
木
田
二
胃
歩
下

　
　
　
　
・
石
圷
虜
彼
古
注
常
雇
令
臨
地
勘
見
熟
即
蓮

　
　
　
　
地
子

　
　
　
惜
廊
下
古
家
田
五
段
二
百
歩
下

　
　
　
　
右
翼
田
刀
依
知
火
田
愁
云
此
田
唯
有
名
少

　
　
　
　
實
無
恥
進
地
子
錐
前
々
使
愁
申
術
都
不
弁

　
　
　
　
以
電
磁
元
・
實
地
子
於
劣
情
大
愁
者
仙
今
勘

七
四

難
し
、
貨
物
、
旋
客
の
計
器
に
多
く
の
頁
を
費
し
て

い
る
淋
灘
、
從
來
の
形
式
的
準
板
的
か
山
父
通
地
理
書
よ

り
は
る
か
に
内
容
め
あ
る
も
の
で
あ
り
、
色
々
勤
ハ
え

ら
れ
る
脈
門
の
多
い
堂
島
物
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盲
目
茂
男

近
江
直
写
智
蕪
槍
田
使

　
勘
涯
水
田
目

合
参
町
滲
館
雀
拾
歩

　
一
町
百
八
十
歩
勘
加
地
子

　
三
段
二
百
八
＋
歩
方
付
添
無
論
櫓
地
子

　
二
段
廿
歩
本
肖
常
荒
金
勘
見
熟

　
ご
段
七
十
歩
成
百
姓
家
今
重
油
之
金
進
地
子

　
七
段
訟
百
十
四
歩
成
値
…
姓
治
田
今
勘
取
之

　
四
段
二
百
六
＋
六
歩
成
公
田
今
勘
取
之

右
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
肝
録

　
右
件
水
田
半
半
　
滋
藤
感
紳
聖
武
坐
帝
以
先

　
撚
甲
晶
弛
抽
…
物
以
北
A
富
国
飛
魚
｛
費
五
山
脚
高
†
所
川
共
也
肖

　
余
以
降
或
坪
上
品
而
立
名
中
下
田
或
坪
百
姓
之

　
問
罪
換
其
方
取
沃
壌
地
以
移
活
画
腱
或
坪
本

　
自
見
熟
而
繕
千
早
或
坪
成
百
姓
家
不
進
利
地

　
如
是
之
類
燭
端
有
撒
粟
田
延
保
投
身
於
龍

　
樹
簗
天
華
命
索
窃
在
天
寒
国
理
勘
匡
毎
色

　
墨
壷
然
下
和
嬢
不
鴛
致
縄
延
保
爲
功
　
　
　
，

・
不
顯
誰
知
仙
略
基
暴
若
手
嬢
疑
自
承
利
十

　
　
推
之
前
々
者
所
預
三
段
二
百
渉
被
奪
公
m

　
　
　
二
段
也
披
陳
共
山
口
分
戸
主
依
知
眞
象
中

　
　
　
云
己
不
知
寺
田
絵
口
分
今
承
賢
者
二
四
不

　
　
　
菰
作
申
邊
己
畢

　
　
　
即
進
地
子

十
皿
一
荒
太
・
田
胃
惜
歩
下

　
　
右
圷
本
注
下
川
今
臨
地
爲
上
田
即
進
地
等
、

　
五
蕊
取
本
田
一
段
百
山
ハ
十
歩
申

　
　
右
坪
木
彫
離
籍
全
臨
旭
勘
二
成
遠
江
橡
侠
知

　
　
秦
公
乙
長
治
岡
愛
使
諭
云
此
坪
本
有
寺
川
一

　
　
段
百
山
ハ
十
沌
少
治
碑
山
踏
十
止
少
｝
陶
ん
7
寺
躍
稚
聯
巾
雌
粥

　
　
本
少
治
田
有
爵
見
暴
富
献
此
是
本
寺
田
麩
爲

　
　
治
田
答
云
本
寺
田
下
東
今
治
田
有
巾
方
指

　　

ﾈ
異
書
寺
霜
葉
鞠
使
論
柔
此
坪
内

　
　
有
寺
田
一
段
百
山
ハ
十
止
ク
偽
…
田
山
ハ
十
歩
劉
…
此
二

　
　
則
中
寺
極
左

　
　
東
治
田
窟
．
商
粟
田
寺
測
在
叢
叢
邊
加
三
田

　
　
自
窪
地
始
湖
河
木
寺
田
上
綿
密
清
田
雇
漢
於

　
　
是
治
田
主
都
斎
服
進
地
子

一
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